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	ボランティア・市民活動立ち上げ支援事業（総合科学部分担部分）
	事業のポイント（市民団体・自治体等と協働し、実践的連携ノウハウを獲得した）
	■「都市再生モデル調査」報告書をＮＰＯ法人「子育て支援ネットワークとくしま」と共同で作成。
	　　参考サイト：http://www.toshisaisei.go.jp/05suisin/chugoku/04suisin/h17/13.html
	■「市民が作るユニバーサルとくしま」ＨＰの運営を県＆ＮＰＯと共同して実施（足かけ４年目）。
	　①身障者ボランティア団体“おむすびの会”メンバーと連携しての、ＵＤ徳島マップを活用した「学　　内ＵＤ点検調査（常三島）」をｿｼｵﾃｸﾉｻｲｴﾝｽ研究部の福祉工学研究室との共同して実施(20060712)。
	　②上記「学内ＵＤ点検調査」の紹介を中心とした『第３回総工連携研究会』を開催（20060718）。
	　③『総合科学部20周年記念展示』（ガエリア新蔵）にて＜ＵＤマップ市民体験入力会＞を実施。
	　④『とくしまユニバーサルデザイン県民会議』（2007年１月30日､ﾌﾟﾘﾝｽﾎﾃﾙ）で諸成果を総括。
	事業代表者　樫田美雄（総合科学部・助教授、E-mail：kashida@ias.tokushima-u.ac.jp）
	連絡先）〒770-8502 徳島市南常三島町1-1  徳島大学総合科学部１号館1224室（社会学研究室）
	直通電話・ファクス）088-656-9308、wwwｻｲﾄ）http://www.ias.tokushima-u.ac.jp/social/
	 
	事業の概要＝事業のねらいと今後の展望＝
	本年も内閣官房都市再生本部募集の事業「全国都市再生調査」および、徳島大学学長裁量経費「徳島大学における人文・社会科学データのディジタル情報化及びその地域貢献に向けての総合的システム開発」との連携・協力をベースに活動を行った。
	具体的には、①身障者ボランティア団体“おむすびの会”メンバーの久保修氏の車イスによる参加を受けた、実践的な形での『学内ＵＤ点検調査（常三島地区）』を、福祉工学研究室（末田統教授、藤澤信一郎助教授）の協力を得て行ったこと（７月）、②「ＵＤ徳島マップ」関連活動に関する平成１７年度の活動報告書をＮＰＯ法人「子育て支援ネットワークとくしま」担当者と共同して作成し内閣官房都市再生本部に提出したこと（８月）、③『総合科学部20周年記念展示』において「ＵＤ徳島マップ」に関する「展示」をしたこと、および、ＵＤ徳島マップへの「市民お試し入力会」の実施をしたこと、などである。
	また、これらの成果を『とくしまユニバーサルデザイン県民会議』（2007年１月３０日、プリンスホテル）にて発表した（http://www.ias.tokushima-u.ac.jp/social/070130_UD/070130_UD.htmlに発表資料が公開されている）。
	なお、都市再生本部ＨＰにおいても成果の公表が漸次なされていく予定である（http://www.kantei.go.jp/jp/singi/tosisaisei/dai15/15sanko3.pdf）。
	これらの事業のねらいは、昨年までと同一である。すなわち、実際の市民活動支援を行うことによってボランティア・ＮＰＯ支援のノウハウを蓄積し、さらにその過程を分析して学術的な成果も得るということである。これらの活動によって得られた成果は、上記県民会議で発表されたほか、現在刊行物による公表を準備中である。
	来年度以降の構想は、以下のとおり。すなわち、『ＵＤ徳島まっぷ』の広域・航空写真版が国土交通省のご支援により作成できたことに鑑み、それを活用した市民協働を試みること、吉野川環境保全に関わるＮＰＯ法人と繋がりができたので、ワークショップ運営支援をテーマに、市民団体との連携をはかること、以上である。
	事業の取り組み状況
	平成18年７月12日および７月18日
	大学院の授業『福祉工学』参加学生と共同して、徳島大学常三島キャンパスにおいて、ユニバーサル・デザイン調査を行った（20060712）。結果は、ＵＤ徳島マップ上に掲載し、『第３回総工連携研究会』において発表した(20060718)。また学内ＵＤ調査の状況は徳島新聞紙上で報道された(20060713)。
	　平成18年１１月４日～平成19年２月４日
	『総合科学部20周年記念展示』において、地域貢献活動の一環として、「ＵＤ徳島マップ」に関わる活動報告的展示を行った。また、11月4日、18日、12月2日、16日の４回にわたって、「ＵＤ徳島マップ」への＜市民お試し入力会＞を実施した。
	　平成19年１月３０日
	【写真は2006年７月12日の学内ＵＤ調査より】
	    プリンスホテルで開催の『とくしまユニバーサル・デザイン県民会議』において「徳島ＵＤマップ」に関する報告をおこなった。

